








































































4… Serendipity は 1909 年に初めて英語辞書の The…Century…Dictionary…and…Cyclopedia に、1913 年に OED に
採用された（Marton）。
5… 澤泉（2002,…2007）。












示されている。Roberts では unexpected、Shapiro では when…you…are…looking…for…something…










































































































W.B.CANNON（1940）が論文 The Role of 
Chance in Discovery においてガルバニ、ボルタの事例、serendipity と言う言葉、Walpole に
よる造語であることを紹介している。
　英語書籍における serendipity の出現頻度は 1940 年代から急速に高まっている（図 4）。こ
れが上述の時期と符合することから、自然科学への対象分野拡大が Serendipity という用語・
概念の普及の大きな要因であったと推測できる。







19…Wikipedia「科学社会学」、「ロバート・キング・マートン」（2019.08.28 取得）,…R.K.Marton（1977）…The Sociology of 
Science,…Southern…Illinois…Univ…Pr. 参照。















　1913 年にはじめて OED に採用された serendipity の定義は、The…faculty21…of…making…
happy…and…unexpected…discoveries…by…accident で あ っ た。Oxford…Advanced…Learner’s…
Dictionary（2015） で は、The…fact21…of… something… interesting…or…pleasant…happenings…by…
chance という定義になっている。1913 年版 OED に faculty（能力）とあるのは、Walpole が
Mann に宛てた手紙で、自分が探しているものすべてを見つけ出してしまうことを「私自身は、
“serendipity”と私が名付けた不思議な力によるものと考えています。」と記したことに由来
する22。Shapiro、Roberts も Walpole による造語であることを紹介しつつ、能力とする定義を










語の経緯を尊重した 1913 年版 OED も能力として定義したのだろう。それではなぜ、Shapiro、
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